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抄 録
ミクロカプセル封入 disparlure製剤によるマイマ
イガの交尾抑制について
DisruptionofGypsyMothMatingwithMicroen-
capsulatedDisparlure.E.AlanCameron,C.P.
Schwalbe,M.BerozaandE.F.Knipling,ScL'encc,
183,972-973(1974).
マイマイガ (PorLhetrl.adl'S♪arL)の牲フェロモ
ンは,Gis-7,8-epoxy-2-methyloctadccancとM正さ
れ disparlureと名付けられている.マイマイガ防除
に対するdisparlureの利川について検討した.班用
した disparlure製剤の組成は次の如くである.2.2
%disparlureキシレン浴牧を含有するゼラチンにプ
ラスチック被覆t.,たミクロカプセル (直径100-250
/'m)17.6%,ラテックス2%,1%ミニド.)フト溶液
29%,1%苛性ソーダ水Wf紋1.7%,水49.7,%を氾令
したもの.
16haの地域に disparlureを散布し,一定の切WT
に野外で探究した蛸をズック袋に入れ木の幹にとりつ
けた.その後,この坑から羽化した雌が交Faしたか,
あるいはその超卵がふ化したかをしらべた.同様に.
フェロモン処和をしない区域でも行なった.
もっとも効力あったのは,15g/haを散布した地域
で16対/700mtの蛸をとりつけた時9.8%の雌が受精
卵を超下したにすぎず,コントロール区の47.9%に比
べると低く(x218.08♪<0.001),15g/haの散布で,
32対/700m2という蛸の密度でも5.4%の受精率でその
時のコントロー ル53.2%に比べるとずっと低く (x2
71.01♪<0.001)なっている.使用した製剤は,残効
性もよい. (高橋正三)
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